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　夏の到来を告げる田熊山笠が７月
17日、東郷駅から市役所までを走り
抜けました。今年の山笠には、東郷
小学校の全校児童が「生活科の授業」
や「総合的な学習の時間」として参加。
祭りを大いに盛り上げました。
　この取り組みは、東郷小学校が田
熊山笠を主催する田熊区へ働きかけ
て実現。郷土の伝統文化の一つであ
る田熊山笠に参加することで、郷土
を愛し、ふるさとを大事に思う心を
育てることが目的です。この日を迎
えるまでに子どもたちは、山笠の準
備段階の棒締めや人形飾りの見学、
地域の山笠関係者からの「山笠教室」
で学習するなど、事前準備を進めま
した。
　当日は、祭りを祝福するかのよう
な快晴の中、午後２時に東郷駅東口
をスタート。１〜３年生は山笠が通
過する歩道に立って声援を送り、４

年生は山笠に向かって勢い水をかけ、５・６年生は市役所入口付近での前走
り（さきばしり）で山笠を応援しました。
　前走りを務めた６年生の上小澤季祐（かみこざわ・ときひろ）くんは「地
域の祭りに参加して、知らない地域の人たちとも交流することができました。
大きくなったら山笠を担いでみたい」と将来の夢を話してくれました。
　田熊山笠総代の安部幸敏さん（65歳）は「山笠は、世代交代をしながらやっ
ていくものだと思っています。子どもたちの参加や保護者のみなさんの応援
など、沿道の声援が途切れることがなくとても盛り上がりました。今後、こ
の子どもたちが大きくなったら、地元に残る子どもはもちろん、就職などで
遠くへ行ったとしても、祭りの時期には帰省して山笠に参加してくれること
を願っています」と次世代への継承に思いをはせていました。

■問い合わせ先　東郷小学校　☎（36）２０６４
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２
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２
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催
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、
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す
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取
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前走りを務めた東郷小の児童たち

東郷地区を力強く駆け抜けた田熊山笠
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齢
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熱
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。
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前
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収
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収
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